
 
 
 
平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
 公共事業費は、当社の予想を超えた速度で縮減を続けており、鋼橋の発注量は大幅に減少し、さらに発注ロットの大型
化により発注件数も減少する等、受注競争は激化の一途をたどっております。このような状況下、当社は受注獲得に向け
て、技術提案に関する専門部署における専属の技術者を増員し、組織改革にも取り組んでまいりましたが、第2四半期累
計期間の受注実績は当初目標を大きく下回る結果となりました。このため第2四半期累計期間および通期共に、売上高が
減少し、これに伴い営業利益以下の各利益も、前回予想を大幅に下回る見込みとなりました。 
 また四半期純利益および当期純利益につきましては、売上高の減少による損失の発生が避けられず、さらに法人税等調
整額の見直し等もあり、多額の四半期純損失および当期純損失が発生する見込みとなりました。 
 
 当社はこれらの状況を打開するため、受注の獲得を最優先課題とし、全社総力を挙げて受注活動に取り組んでおりま
す。これに加え財務基盤の強化策として、市川本社工場の売却および移転について具体的な検討を進めており、既に複数
の購入希望先と交渉を行っております。この市川本社工場の売却が実現いたしますと、固定資産の売却益の発生が見込
まれ、当期純損益の改善が可能となります。また売却代金を借入金の返済に充当することにより、当社が抱える多額の有
利子負債を圧縮することができ、財務体質の改善を図ることが可能となります。さらに工場売却後の移転先としては、千葉
県内を候補地として検討を進めており、現在当社が保有する八街置場の機能も工場移転先に集約することで生産の効率
化が実現できれば、より一層のコスト削減に資するものと期待しております。 
 なお、上記の市川本社工場の売却に係る損益等につきましては、今回の業績予想には見込んでおりません。 
 
 
 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後
さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 当社は、平成22年11月8日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、平
成22年5月13日の平成22年3月期決算短信(非連結)発表時に開示した平成23年3月期第2四半期累計期間
（平成22年4月1日～平成22年9月30日）および平成23年3月期通期（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,900 30 △70 △90 △0.52
今回発表予想(B) 2,770 △440 △520 △1,280 △7.40
増減額(B-A) △1,130 △470 △450 △1,190
増減率(%) △29.0 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

5,047 199 125 96 0.56

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,000 680 500 460 2.66
今回発表予想(B) 6,820 △490 △680 △1,470 △8.50
増減額(B-A) △6,180 △1,170 △1,180 △1,930
増減率(%) △47.5 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

10,910 529 374 198 1.15


